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グループ わ １０周年記念事業 

 矢田神戸市長を迎えて盛大に挙行 

 
10 周年記念式典来賓挨拶（矢田神戸市長） 

７００名以上が参加 

特定非営利法人社会還元センタ

ーグループ わ の設立１０周年記

念式典が平成１９年９月１日（土）

午前１０時から矢田神戸市長をは

じめ多数のご来賓をお迎えして挙

行されましたが実に 700 名を超え

る、かって経験したことのない多数

の参加者があり非常に盛り上がり

ました。（来賓名簿・参加者の内訳

は右欄参照） 

「一人でも多くの方に わの10年

のあゆみと現状を理解いただき、今

後の更なる飛躍を期す」という私た

ちが目指した「全員参加型の記念事

業」のねらいがほぼ実現出来たとほ

っとしています。 

随所に“わ”の存在感 

一連の記念事業を通じて“わ”の

ボランティア活動の実態が広く PR

され、会員のみならず一般にグルー

プ“わ”の存在感を印象付けること 

 

が出来た点が一番の収穫でした。 

式典での体験発表では「神戸市から

委託された環境未来館での環境教

育ボランティア」の具体的体験談と

決意が、また記念標語入選者表彰で

は、今後ボランティア活動に求めら

れる熱い思い(指針)がそれぞれ端

的に紹介されましたが、圧巻は第 2

部パフォーマンスでの全ボランテ

ィアグループの紹介パレードでし

た。７３グループが一堂に集結し、

各グループが実践している活動ぶ

りが一挙に紹介され喝采を受けま

した。また 9 月 2 日にはしあわせの

村芝生広場やローンボール場で

“わ”が実施している代表的な地域

交流イベントをこうべ福祉振興協

会との共催で開催し、多数の家族連

れで賑わいました。 

グループ“わ”への期待大 

このように 10 周年記念事業では

多種多様なボランティア活動を実 

ご来賓名簿 

組織・団体名 役職・氏名 

神戸市 矢田市長 

神戸市 ｼﾙﾊﾞｰｶﾚｯｼﾞ 今井学長 

こうべ市民福祉振興協会 新野会長 

神戸市保健福祉局 桜井局長 

神戸市環境局 井上次長 

神戸市区長会代表 松本東灘区長 

神戸市教育委員会 小川教育長 

神戸市社会福祉協議会 濱田常務理事 

 参加者総数   ７１６名 

来賓・招待客   ４１名 

わ 会員    ６３１名 

非会員      ４４名 

１期 ３０名  ７期 ６２名 

２期 １４名 ８期 ５９名 

３期 ２４名 ９期 ７８名 

４期 ３１名 １０期 ９２名 

５期 ３９名 １１期 １１５名 

６期 ６５名 在校生 ２２名 

践しているグループ“わ“の存在感

を内外に印象付けることができま

したが今後グループ”わ“に寄せら

れる一般の期待はますます大きく

なることが予想されます。記念事業

実施を契機に、「とどけたい、あな

たのもとへ、わの愛を」(10 周年記

念標語）をモットーに、更に精進を

重ねボランティア活動に邁進した

いと決意を新たにしました。 

副理事長 美-10 加藤勇治記 

 



（２） 情報ぎゃらりー 第４０号 １０周年特集 

 

 

 

 

 

 

皆さんおはようございます。そして、

設立 10 周年おめでとうございます。

本日はご多忙の中、神戸市長の矢田様

をはじめ 多くのご来賓の皆様にご

出席いただきまして誠に有難うござ

います。 

この 10 年間にわたって、多くの市の

関係者の皆様のご尽力をはじめ、会員

の皆様の神戸市内各地域での活躍に

よりまして、ここに 10 周年記念式典

を挙行できますことは感謝の念で一

杯でございます。 

現在もこうべ環境未来館の管理運営

をはじめ数々のイベントや支援活動

が活発に行われ、喜ばしいかぎりで

す。 

さて、物質的豊かさを求めすぎて、 

自己中心的な競争社会になってしま

った、今の日本がこのまま進んでいっ

て良いのでしょうか？昔では考えら

れないような犯罪が増えております。

人として生きるほんとの豊かさ、心の

豊かさが忘れられているのではない

でしょうか。そして数十年後には、地

球温暖化・異常気象による食糧難がく

ると予想されています。そのとき物不

足の中でも自己中心的にならず、互い

に助け合い、心温まるような社会が望

まれます。また、物を大切に使い、無

駄にしない、もったいないという心で

生活することも必要になるでしょう。

自分さえ良ければよいというエゴの

心を捨て、周りのすべてを愛し、地球

を愛して生活しなければならない時 

 

代がすぐそこにやってきていること

を、若い人達に知ってほしいのです。 

昔ながらの日本の心と、助け合いの社

会を知っている私たちの世代が、若い

人達にこれらのことを伝えなければ

なりません。 

 教育の道は、「家庭の教えで芽を出 

し」、「学校の教えで花が咲き、」「世間

の教えで実がなる」といいます。グル

ープ わ の実践活動の中で、この「世

間の教え」として、子供たちに、心の

豊かさ、思いやりの心、もったいない

の心、地球を愛する心を伝えてゆこう

ではありませんか！ 

そのためにもまず、私たち自身が

「老いの品格」を持って、「シャキッ

と生きる」ことが大切ではないでしょ

うか。 子どもは親のうしろ姿を見て

育つといいますが、まさに私たち自身

もうしろ姿を見せているのです。この

うしろ姿も品格のあるものにしなけ

ればなりません。公共の場で迷惑にな

るようなことは慎もうではありませ

んか。 

このたび 10 周年記念事業の標語募集

の最優秀作品に「とどけたい あなた

のもとへ わの愛を」が選ばれました。

今後の 10 年間も、グループ わ の活

動を継続発展させるために、「とどけ

たい あなたのもとへ わの愛を」これ

をモットーに活動し、市民の皆様から

感謝され、会員一人ひとりにとって人

生の活力となりますことを切に願っ

ております。 

最後に青春の心に満ち溢れた熟年

の人々が、このシルバーカレッジの丘

から沸き立つように、神戸市内に巣立

っていき、地域活動に参画されること

を祈念します。 

 

郷理事長挨拶 

 

1989 年、しあわせの村が開村し

1993 年、その村内にシルバーカレッ

ジが開学しました。その段階からﾎﾞ

ﾗﾝﾃｨｱ活動をやっていこうという兆

しが出てきて、それを形あるものと

してこの わ のグループが作られ

ました。2004 年４月に、NPO 法人化

され、現在のような活動を次々に取

組んで頂いているところでござい

ます。 

 しあわせの村ができたのは、まさ

にまだ日本の国が高度経済成長で

非常に豊かさを誇っておった時期

でございました。近い将来必ず高齢

者社会がやってくる、そしてまた、

様々の地域でそういった方々との

出会いを深めて行くためにも、まさ

にノーマライゼーションの施設が

必要だということで、この村が完成

したわけです。 

この日本では例を見ないこう言

った規模の施設ができたのはこれ

からの 21 世紀の超少子高齢社会を

見据えてのことでございます。超少

子高齢社会の中でこれから大きな

課題となってくるであろう様々な

状況に対して、神戸市では様々な分

野で、きめの細かい取り組みをやっ

ていかなければと思っているとこ

ろでございます。 

このグループ わ の事業ひとつ

取り上げましても、本当に幅広くい

ろんな活動に取り組んで頂いてお

りますが、今後更に活動を増やして

やっていこうということで今 学

校支援活動にも取り組んで頂いて

いるところでございます。この学校

支援は、最近発達障害の子どもたち

が増えておりまして、この発達障害

児をクラスの中で支援して行く事

がなければ、中々全校の授業がうま

く行かない状況でございます。発達

障害児を実際のクラス運営の中で

皆様方に支えを頂けることが、クラ

ス運営ひいては、学校教育に大きく

貢献をして頂いていることになり

ます。    (次のページに続く) 

   標語入選最優秀作品表彰 

矢田神戸市長祝辞 

郷理事長 
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シルバーカレッジには、グループ わ 

とは別に、さまざまのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動

に取り組んでいただいている在校生

の皆さんもいらっしゃいますし、また

この 3 年間の授業の中で、それぞれに

同好会などをおつくりになりながら

その社会貢献に励んでいる方もいら

っしゃいます。 グループ わ を中心

として皆さん方の活動は、いづれも地

域に還元して頂ける様な活動がベー

スとなっています。 この社会が今後

ますます複雑化し多様化していく中

で、こうした活動を担う皆さん方には

期待申し上げる点が多々在るわけで

ございます。 

地域還元を目指すこうした活動は

本来、市民、行政さらに地域が一体と

なってやっていくことが重要でござ

いますが、それぞれの役割を持ちなが

らこれに対応していくことが大変重

要な時期を迎えています。何度も申し

上げますけれどこうした活動は次の

世代のたち子供達に対する私達今生

きる人間の責任の一つではないかと

思っているところでございます。 

その意味で先ほどお話のあった点

は、お聴きしていて本当に今シルバー

カレッジでそういった精神が充満し

ているのだなと感じさせていただき

ました。 グループ わ のますますの

発展を祈念致しますとともに皆様方

が一つ一つの事象に対しまして真剣

にお取り組みいただいていますこと

に感謝申し上げて今日の 10 周年のお

祝いの言葉にさせていただきたいと

思います。本当に有難うございます。

おめでとうございました。 

 

神戸市からこの年の６月に完成し

たばかりの「こうべ環境未来館」の管

理運営の委託を受けました。私はシル

バーカレッジを卒業した年でもあり、

スタッフ２０名と共にオープン前の１

週間、神戸市のごみの現状について猛

勉強しました。今後のグループ わ の

大黒柱となる委託事業だけに絶対に失

敗は許されません。 

当時の赤司理事長、ファシリテータ

ーの中島洋吉さんらの指導の下、市民

の方々の応援もあって、未来館横に立

派なビオトープを完成させました。池

に放流するメダカは近くの小川から採

ってきたり、植木なども貰ってほとん

ど費用をかけずに出来ました。神戸市

がこの年の１１月から採用した「ごみ

の６分別」をＰＲするためのゲームを

考案したり、遠くて見学に来れない東

灘区や灘区の児童たちのために現地に

出向いて”飛び出すエコスクール”を

開催するなど、みんなで工夫を凝らし

ました。お陰さまで大雨や台風の日も

休むことなく、３年余りで来館者は４

万５０００人を越しました。市内の小、

中学生はじめ婦人会、自治会の団体客

が多く、北海道、九州、四国方面から

の見学者や、昨年からは中国の上海市

や、天津市から学生たちが環境問題の

勉強に訪れています。小学生の感想文

には「お母さんにごみの６分別を教え

てあげる」と書かれていたり、自治会

の役員さんは「いい勉強になった。一

人でも多くの市民が見学されることを

願っています」と励ましを頂きます。

他都市の見学者からは「神戸市のごみ

の分別は少過ぎる」と指摘される事も

ありますが、その都度神戸市の事情を

説明して理解を得ています。 

今年は３年目の契約更改の年に当た

り、過去の運営実績についての審査を

受けたのですが、学識経験者から高い

評価を受け、引き続き４年間の管理運

営の契約を頂きました。今後、グルー

プわを支える中心事業として、皆さま

方の期待に応えるよう努力してまいり

ます。 

ここで話題を変えて恐縮ですが、こ

とし６月にドイツで開かれたサミット 

(次のページに続く) 

  

(前ページから続く) 

そういった意味では、本当に皆様方

の一つ一つの活動が、この神戸全体

の市民の暮らしあるいはこういっ

た子供たちの発育にとって非常に

大きな役割を果たして頂いている

事でございます。 

また、こども家庭センターにおきま

しては、休日夜間の電話相談に従事

して頂いております。虐待の問題さ

らには発達障害等々の様々な事柄

を含めて家庭の中での出来事に対

して、近隣の方からの通報とか、当

事者のお母さんお父さんから様々

の相談が寄せられますがこれに対

して、逐一相談に乗って頂いて対応

して頂いておるところでございま

す。通常の皆さんがお休みになって

いる時に、そういう活動に取り組ん

で頂きます事は、とりもなおさず大

きなこの社会に対する貢献であろ

うと私は感じています。この事業に

対して参加して頂いた わ の皆様

方の活動に対しましてお礼申し上

げる次第でございます。 

また最近の環境問題への取り組

みということでは、先ほどお話のご

ざいましたまさに『もったいない』

という事柄を多くの人たちが意識

として共有しながら、そしてまた次

の世代を担う子供たちに、そういう

事柄が伝わって行くことが重要だ

ということで、こうべ環境未来館で

のお仕事を引き受けていただいた

訳でございまして、皆様方の熱意そ

のものがこの子供たちに通じて行

くことで大きな成果を挙げていた

だいていると感じています。 

ボランティア活動体験発表 

生環 8－環 西阪 順三 

私はこの３年余り、西区にあるこ

うべ環境未来館のコーディネータ

ーとして、来館者の皆さんに「美し

い地球環境を守るためにはどうし

たらよいか」について解説していま

す。 

平成１６年４月、諸先輩達のご努

力でこのグループ わ がＮＰＯ法

人の認可を受けたのをきっかけに、 

矢田立郎神戸市長 



（４） 情報ぎゃらりー 第４０号 １０周年特集 

 

ほし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設立 10 周年記念式典では、関西き

っての若手テノール歌手として有名

な松本薫平氏（関西二期会会員）をお

招きして、迫力満点の独唱が披露され

ました。 演目はナポリ民謡でおなじ

みの“オー・ソーレ・ミーオ”、スケ

ートの荒川選手のイナバウワーで耳

新しい オペラ「トゥーランドット」

より“誰も寝てはならない”の 2 曲を

藤江圭子さんのピアノ伴奏で声量豊

かな素晴らしいテノールを聞かせて

頂きました。 

その後指揮小塙直氏(音文 6 期)ピア

ノ伴奏藤江さんで、会場の全員が起立

して、校歌を合唱して式典が締めくく

られました。 

 

 記念事業として、“しあわせの村本

部(こうべ市民福祉振興協会)”と共

催して９月２日村内の芝生広場や、

ローンボール場はじめ各所で市民と

の交流を図るイベントを実施した。 

① 自然遊び(里山探検、ビオトープ
探検、野鳥観察など) 

② むかし遊び(竹馬、こま回し、折
り紙、折染めなど) 

③ 木工工作 
④ ニュースポーツ(スカイクロス、
ローンボールなど) 

⑤ 車椅子体験、グリーンプラの展
示など 

 

 

(前ページから続く) 

で、深刻化する地球温暖化の問題が

取り上げられ、ヨーロッパ諸国とカ

ナダ、日本が「２０５０年までに地

球規模での温室効果ガスの排出量

を５０％に減らす」と宣言をしまし

たが、全会一致とはゆきませんでし

た。このため来年８月、北海道で開

かれるサミットに先駆けて、５月２

５日から３日間、神戸市において世

界の環境大臣会合が開かれます。こ

の会議には、サミット加盟８カ国を

はじめ中国、インド、ブラジル、南

アフリカの代表者も参加して新た

な環境対策が話し合われます。 

「環境都市、神戸」を全世界にア

ピールする絶好の機会であります。

私たちのグループ わ には環境部

会や国際部会、文化部会などがあ

り、国際会議に付随するイベントや

通訳、ガイドのほか、同伴されるご

婦人たちに日本の伝統文化の紹介

など何らかのお手伝いできると考

えています。 

ここにご臨席の矢田神戸市長にお

願いです。環境大臣会合の打ち合わ

せの際には、是非ともグループわを

ご紹介いただき、私たちに活躍の場

を与えてくださるよう提案申し上

げます。 

最後に、私たちは神戸市シルバー

カレッジの建学の精神である「再び

学んで 他のために」をモットーに

ボランティア活動に取り組んでお

りますが、この３年余りの私の経験

から得た実感は、ボランティアは他

のためにするのでなく、自分を磨く 

体験発表する西阪氏 

記 念 演 奏 

わいわいストリート 

ためにあると言う事を痛切に感じ

ました。どうぞご出席の皆さん方

もこれからの人生を有意義に過ご

すため、努力を惜しまず頑張ろう

ではありませんか。         

つたない発表でしたが、ご静聴

有難うございました。 

 

独唱する松本薫平氏 

パフォーマンス 

全ボランティアグループ７３グ

ループが一堂に会し、６８チーム

がパレードで､順次チームごとに

プラカードを掲げ舞台に上がり、

各自の活動を一言でＰＲし、また

６チームがﾞ日頃、施設訪問での演

技を披露し、各グループの活動ぶ

りを紹介して、皆さんの大拍手を

受けました。 

 

ビオトープ探検 

スカイクロス 

フルーツフラワーパーク案内 

一寸奉仕玉すだれ 
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中央区会長  福-6五味正昭 

俗に 10 年一区切りといいますが、

ここ数年の委託事業の拡大と、それに

伴うグループ わ の認知度の高まり

から、来賓者の方々も、神戸市長をは

じめとして、関係各位も代表、局長ク

ラスの出席もあり、記念行事は大きな

成功を収めたのではないかと思いま

す。 

第 1 部の記念式典は通常のパター

ンですが、第 2 部の参加者の目に訴え

るパフォーマンスのグループ紹介パ

レードは、グループ わ の内容を把握

していただく上で、非常に効果的だっ

たように感じました。 

 

わ役員はじめ、記念事業実行委員

のかたがた並々ならぬご努力に、深く

感謝いたします。有難うございまし

た。 

10 周年以後は、委託事業の増加が

想定され、若手のボランティア活動要

員の確保が急務となって来るでしょ

う。中央区で見ると、現在の主力は 3

期～10 期生の半数 15 名であり、大半

が 70 歳を超えております。今以上の

拡大は望めません。今年卒業の 11 期

生は 8 名おりますが、実働は 1 名で他

派?です。これらの方々の参加意欲の

活性化を如何するべきか考察を要し

ます。現在 41 名中、区会行事の稼動

人員は 16 名です。 

いずれにせよ 10 周年以降は、若手

会員の実働要員としての活性化を、ど

う図るかが急務の課題です。 

灘区会長   国‐８ 福田 望 

去る9月1～2日グループ わ が誕

生して 10 周年の節目を迎えて記念

行事がありました。本部を始め、各

部会、各区会、ボランティアグルー

プ等から実行委を立ち上げ、式典、

展示、パフォーマンス、わいわいスト

リートと 2 日間にわたってのイベン

トを無事こなし、大成功を収めまし

た。改めておめでとうのご挨拶を申し

上げます。 

さて、灘区会としては、パフォー

マンス、パレード出演で、1 分間の持

ちタイムでの紹介が不十分だったの

で、この欄を借りて再現しますと下記

のとおりです。 

神戸市でパンダが住んでいる唯一

の街は灘!! 酒なら灘の生一本!! 

摩耶・六甲の連峰から流れる清流

の 

都賀川の美化活動に汗を流してい

ます。       灘区会一同 

これを街角のビルの電光ニュースの

ように、巻紙に大書して段ボール箱か

ら引っ張り出すつもりが、引っ掛かっ

て失敗でした。一番手に出演した東灘

区会は『うはらの郷』という区会の歌

をコーラス部が合唱してカッコ良か

っただけに余計にあせりました。なに

ぶん 6 ブロック約 80 グループの出演

で、裏地パフォーマンス部長は手を負

傷しての総監督でプラカード作りか

らリハーサル～本番まで大変だった

でしょう。楽しい思い出を共有できた

ことを有難く思っています。皆様本当

にお疲れ様でした。 

 

 

東灘区会長 国-７白岩信義 

わ設立２０周年記念行事の開催通

知，2017 年の或る日、わ本部事務局

から「某ホテルにて 10 周年記念行

事に出席された方々皆様をご招待」 

とのうれしい知らせ。わ も設立 20

年を迎え会員数も 3000 人余、その

活動も神戸市民の中に深く根を下

ろしその存在感を植えつけている

とのこと、財政的にも我々を招待と

は豊かになったものと思われる。 

そう言えば 10 周年記念行事の当

時のことが思い出される。わが東灘

区はぱふぉーまんすとしてＫＳＣ

ホールで、作詞廣川幾雄(生４)うは

らの郷（わ東灘の歌)を作曲者小塙

直(音 6)の指揮のもと 10 数人で高

らかに歌い上げた。 

せっかく皆の前で歌を披露する

のに、せめて上だけでも全員揃いの

服装でと、歌詞の“清き流れの住吉

川 うはらの郷は緑濃く”に模した

スカイブルーのTシャツと藤井潤子

副会長(音 5)の発案で決まり、歌の

特訓も実り、何とか当日満足して歌

え満場の拍手を受けたことが懐か

しく思い出される。早速 20 周年記

念行事出席の返事を、夢の覚めぬま

に出して置く事とする。 

グループ わ のますますの発展

を祈りながら!! 

１０周年記念式典に参加して  （区会長） 
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北区会長   国―６柳田栄一 

北区会として最初の取組みは「プ

ラカード・パレード」で効果のあるア

ピールはどう表現すればよいかを検

討して、目下、活動にパワー全開の「花

山梅林会」活動に的を絞りました。徳

原委員のアイディアと工夫で一味違

う「コマーシャル・プラカード」が出

来ました。会場でご覧になった皆さん

にはどの様に目にとまりましたでし

ょうか。又、区会として一人出演計画

を北区会の会員数を思わせる「大勢の

参加」の気持で５名参加に急遽変更し

て、頭にはバンダナを巻き、手には軍

手をはき、自然の多い北区を意識した

坂東委員提案の「人と自然に優しい 

ボランテイア」の標語カードを手に持

って、メーンカードと補助カードの反

転動作を笛の合図でタイミングを合

わせ、２転、３転とカード動作を行い、

１分間のアピールがあっと言う間に

終了しました。自己評価ではあります

が「良くやれた」「成功」と評価して

も良いでしょう。皆さんにはどの様に

受け止められたでしょうか。 

これからも「人と自然に優しいボラン

テア活動」を会員と共に取り組みたい

と考えています。 

西区会長 生‐10 国分東洋彦  

700 余名の参加の下、わ 設立 10 周

年記念式典が開催され、粛々とした中

にボランティアの精神が表現された

盛大な会でありました。こころからお

祝い申し上げますとともに会員の一

人として参加できました事を嬉しく

思う次第です。ボランティアグループ

のパフォーマンスではこんなに沢山

の人達が社会と係わりあっていると

いう事が多くのご来賓の方やご来場

の方々にご理解頂けた事は意義深い。

私自身も改めて再認識させられまし

た。 

 

 私ごとで恐縮ですが、定年になり神

戸に終の棲家を定め東京から移り来

まして早くも 5 年。神戸を知るためＫ

ＳＣに入学、これが丁度 10 期生 

そして奇しくも “わ”設立 10 周年に

出会う。「神戸」、「ＫＳＣ」、「わ」 

との繋がりが何か私の人生に大きな

節目を与えてくれている縁を感じる

一日でした。 

このような大きなイベント、行事に参

加する時、いつも思う事があります。

それは裏方の秘められた努力の大き

さです。表舞台が華やかであればある

ほど、裏でそれを支えている人の支援

には大きなご苦労があった事でしょ

う。これを忘れてはなるまい。“わ” の

基本精神の「他のために」がベースに

あるとは言え、感謝したい。有難うご

ざいました。 

長田区会長  生-7 松本治司 

１０年前と言えば阪神淡路大震災で

各地に仮設住宅が建てられ、神戸の町

は崩壊した瓦礫の山が各地で見られ

た。そんな難しい時期に充分な予算も

無く、またボランティア経験の乏しい

人達が「ＫＳＣの建学精神」の元に、

必死になって活躍していた姿を想像

すると頭が下がります。 

９月１日の１０周年記念行事には、

「何人来てくれるか?」という心配を

よそにＫＳＣのホールは超満員とな

り“わ”が始まって以来という最高の

集客で大成功裏に終了した。 

この１０周年記念事業を実施するに

ついて昨年より委員会を立ち上げ毎

月委員会を開催してきた。私は、KSC

ロビーでの展示担当となった。広いロ

ビーをどう使うか、また展示品をどう

するかと悩んだ。しかし、皆さんから

の素晴らしいアイディアを戴き、また

会員のご協力により無事終了するこ

とができました。有難うございまし

た。 

終わってからゆっくり「丘によって十

年」を読んだ。空になった金庫を見て

悩んだ事務局の飯井さん、暗中模索の

内に“わ”の基礎を確立していく歴代

の会長さんのご苦労を思うと胸が詰

まる。 

“わ”はこれからも長く存続するでし

ょう。しかし高齢社会の下後継者の育

成が急務かもしれない。 

１０周年記念式典に参加して  （区会長） 

ボランティア活動標語 優秀作 

ボランティアやってよかった 

あの笑顔 

ボランティア活動標語 優秀作 

経験と知識が“わ”となり 

他のために 
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国際部会長 

国-10 土井昭政 
“わ”に入会、国際部会員となっ

たが、１年間ほとんど部会にも顔を出

さず、活動もしていなかった。が、し

かし突然平成１９年度の部会長を仰

せつかり、最初の大仕事が１０周年記

念行事となった。 

国際部会としては、すでに９月１

日の記念式典でパレード参加、２日の

イベントで外国人とのローンボール

大会が決定されていた。当初どのよう

にパレードが実施され、どのようにロ

ーンボールに参加してくれる外国人

を招聘するか、等々判らないことが多

くあり、少々戸惑いがあった。 

だが実際は、部員先輩の助言や協

力、また展示・パフォーマンス部会長

と地区交流・体験事業部会長の指導に

よる数回の打ち合わせ会議で具体的

内容が明確になり、結果として本番で

は部員の協力で概ね上手く実施でき

ることができた。 

パレード用グループ表示パネル

は、小・中学生時代の工作を思い出し、

多くの関係者と楽しく作ることがで

きた。そして、パレードで国際部会を

アッピールできたと思う。ローンボー

ル参加者の外国人招聘では、部員の

方々のお世話で多くの参加者があり、

大会は楽しいものとなった 

１０周年記念行事の式典への来賓

者多数、パレードでの各部会と数多く

のグループの存在、そしてイベントで

の多くの子供や人々との交流は、“わ”

にとって大変有意義なアッピールの

機会であったと思う。時々は小規模な

形でこのような行事を開催し、“わ”

の行動力をアッピールする機会を作

ったらなと思った次第である。 

 

環境部会長 

生-7 西隈勝利 
いささか時間を取られ、いささかのス

トレスを感じながらも、実行委員の一

人として、そのとき、その場に立つ事

が出来たことの感慨を今味わってい

ます。 

と同時にこの事業を行なったことに

より“わ”に寄せられた期待は大きく

なり、今まで以上の社会的責任と義務

が生じたのではないでしょうか。 

となれば諸先輩が築かれた 10 年の重

みを糧とし礎としてわの設立理念、そ

の原点に立ち返った上での、わの在り

方、現在行なっている活動の評価、そ

の上に現在の社会情勢、待ったなしの

環境問題等社会の変化に対応しつつ

社会からの期待や要請にこたえる、今

まで以上の組織としての力が求めら

れてくると思われます。 

しかしながら“わ”はその生い立ちか

らしても多方面にわたって対応でき

る人材の宝庫であり、わの理念を体現

しながら第 2 の青春を謳歌、情熱を保

持している人の集団で、社会の期待と

要求に応えられる充分な潜在力を有

していると確信しています。10 年を

契機として今後、より広く、より深く、

よりきめ細かく、より明るく、そして

より楽しい人々の「わ」の“わ”にな

るであろうことを念じつつ、「わ 10

周年雑感」とします。 

 
 

福祉部会長  

福-10 横井幸雄 
本年度より福祉部会長を担当す

る事になって、何もわからない状

況で記念行事に取組んだが、無事

に盛況に終わって安堵した気持ち

が正直なところです。 

これも福祉部会の各グループの皆

さんの協力のおかげと感謝の気持

ちでいる。 

 記念式典での各グループのパレ

ードは“わ”の実力と多岐の活動

を示す機会となった事は喜ばしい

気持ちでいる。参加したグループ

数は７３グループという多さで 

力を誇示出来たが、福祉部会の参

加数は６グループと少ないのは残

念に思うと共に気がかりな気持ち

でいる。 

福祉部会の活動は他のグループと

比較して地味な事は仕方がないと

しても、もう少し主流であるべき

歴史が刻まれていて良いと思うの

だが？何故ならシルバーカレッジ

もグループ “わ”も福祉が主体

になっていると聞いている。 

今井学長も機会のある毎に、カレ

ッジの学生、卒業生に福祉文化の

担い手になる事を説かれて、期待

をされている。 

 この精神を忘れずに“わ”の活

動、部会の活動を行うように、あ

らためて思うと共に責任の重さを

感じた次第である。 

福祉とは一言でいえば皆が幸せに

なる事である。 

だれもが人間らしく、幸せに生き

て行く為には、言葉、心、歌舞音

曲の３K がバランス良くある事が

必要であると聞いた。これが福祉

の心であると思う。 

 １０周年の機会に、この精神を

認識して新たな発展を期待したい

と思った。         

                      

 

１０周年記念式典に参加して  （部会長） 
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 ９月１日午前１１時。 第２部

のパレードとパフォーマンスの始

まりです。２０人のスタッフがそ

れぞれの持場で準備完了。司会者

の開会宣言で、さあ、いよいよこ

こから８０グループのパレードが

始まりました。まず、男声合唱団

の歌声でのオープニングパレード

でスタートしました。続いて、舞

台でのパレードがプラカードを

高々と掲げて、司会者のグループ

紹介でスームースに進行していま

す。担当者として今は何事もなく

予定通りに終了する事を見守るば

かりです。 

思えば、６月からこの日までの３

ヶ月、本部、各部会長、文化部会

で構成した２０数名のスタッフが

企画、検討してきた結果の総決算

の日となりました。 

実施に当たっての大きな課題は、

１００分間という時間内で８０グ

ループのパフォーマンスを如何に

スームースに行うか、そしてグル

ープ紹介をどのようにアピールす

るのかの点でありました。その為

にプラカード板の選定からクラブ

名の印刷、見易さ等検討を重ねプ

ラカード８０枚が８月に入って完

成。そして各グループから提出さ

れ 

10 周年記念式典に参加して（部会長） 

グループ わ 

 設立１０周年を祝して 

(財）ひょうごこども家庭福祉財団 

     課長 田坪 直 

 グループ わ 設立１０周年を

迎えられ、心よりお祝い申し上げ

ます。 

「きょう一日、貧しい人や病んで

いる人を助けるために、私の手を

お望みでしたら、きょう、わたし

のこの手をお使いください。」こ

れはマザー・テレサが語った言葉

です。 

私どもでは、毎年秋に、障害の

ある子どもたちの福祉活動をす

すめるための『こうべ子どもの未

来応援バザー』を開催しており、

グループ“わ”の皆さまに、バザ

ーの準備や当日の販売にお手伝

い頂き、本当に有難いことと深く

感謝いたしております。 

最初皆さまとお目にかかった

のは、今から５年前の 2002 年で

した。以来、今秋で 6 回目のバザ

ーを迎えようとしておりますが、

実は私個人としても、皆さまにお

会いできますことを楽しみにし

ています。私より少し人生の先輩

の皆さまに、お手伝いいただくだ

けでなく、より良いバザーとする

ために、知恵やアイディアを出し

て頂いたり、普段もいろいろな活

動のお話を聞かせて頂けるから

です。 

社会を良くするために、社会で

困っている人たちのために活動

されている皆様のお話をお聞き

していて、浮かんだのが冒頭のマ

ザー・テレサの言葉です。最近、

学校などで先生や友だちから「理

解され難い存在」として置き去り

にされがちなＬＤやＡＤＨＤと

いった軽度発達障害をもつ子ど 

もたちへの支援が強く望まれて

（次のページに続く） 

１０周年記念誌発行に際し、折角ご

投稿頂きながら掲載できなかった田

坪氏のお言葉をご紹介させていただ

きます。  
れた紹介原稿の編集と司会者によ

る読み合わせ等で取り合えずの準

備が整いましたが、計算上時間オー

バーとなりどうすれば時間内で行

なえるかが、大きな課題として残り

ました。その為にはスムースなパレ

ードの進行方法を検討し、８月２１

日のリハーサルで確認する事にな

りました。その結果、何とか時間内

に収める事が確認され大きな山を

越したことになりました。又リハー

サルでは趣向を凝らしたグループ

に刺激を受け、他のグループでも趣

向を凝らすという思わぬ効果が生

まれました。 さらに各グループの

積極的な参加意欲を強く感じ、当日

の成功を確信できたのは嬉しい事

でした。 

 そして当日、司会者の紹介アナウ

ンスの中“明るく、楽しく、元気よ

く”パレードが進行しています。ち

ょっとしたアクシデントがありま

したが、１２時４０分予定通り無事

終了。ちなみに、パフォーマンスに

参加された方は５３２名でした。参

加された皆様、スタッフの皆様ご苦

労様でした。 

文化部会長  

食-５ 裏地彦允 

須磨イルいきいき健やかフェスタ 

☆保健士に健康体操を教えてもらおう ☆お話「きちんと食べる食生活」 

☆ むかし遊びをしよう 紙ひこうき、紙トンボ、こま回し けんだま、 

お手玉、ぶんぶんごま、さらまわし、動物風船など 

日時  2007 年 11 月 17 日午後 1 時～3 時 

場所  須磨一の谷プラザ      参加費 無料（申込み先着順） 

主催  ＮＰＯ法人社会還元センターグループわ 

共催  須磨区役所 

後援  (財)長寿社会開発センター 

申込み方法 参加者の名前、年齢、住所、電話番号をはがきかＦＡＸで 

あて先  651-1102 神戸市北区しあわせの村シルバーカレッジ内 

ＮＰＯ法人グループ わ 1117 係  FAX 078－743-3830 

お問い合わせ  ＮＰＯ法人グループ わ 078－743-8101 
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大和民族の皇紀二千六百年の悠久の

歴史に名を留める「昭和時代」の青年

達よ、二十一世紀に残され日々を、与

えられた寿命を、有意義に全うしよう

ではありませんか。そして、そのため

に志を立て入学してきた我々。見学の

精神“We are study again and its for 

another peoples”「再び学んで他の為

に」のもと、社会還元センターグルー

プ わ の結成十周年を皆さんと心か

ら祝いたいと思います。これからも優

れた人材が加入してきて、ますます組

織内容の充実発展を期待して、お祝い

の文を終わります。 

(前ページから続く) 

います。人間にとって「一人ぼっ

ちで、誰からも必要とされず、愛

されていない」子とは、この上な

い苦しみですが、私どもでは障害

のある子どもたちが将来にわたっ

て、社会の一員として生活できる

ように、療育面からのサポートを

中心に、これからも支援活動を行

なって行きたいと思います。 

 貴グループの今後ますますのご

発展とご活躍をお祈り申し上げま

す。 

グループ わ 創設10周年に寄せて 

   （音文 6 期）湯口 澄比古 

我々はこの活動を始め、広く展開

してきたことに誇りを持とうでは

ありませんか。たしかに迫りくる

人生の終焉は、私達に切ない別離

の思いや、何かを遣り残したこと

への未練に似た焦りを感じさせ

る。だからこそ老人と言う枠組み

に囲い込まれることなく余生とし

てではなく、継続する人生として、

第二の青春を夢を持って堂々と、

残りの人生を豊かに充実させた

い。そう願うのが今の我々の人生

観であり、人生論でありたい。 

我々は昭和の激動の嵐を生き抜い

て新世紀を迎えた。その「昭和人」

としての気骨、気概。世界に日本

を主張し、世界と戦い、敗れても 

奮起し日本を世界第二の経済大国

とした「昭和」に生きた我々だ。 

 

 我々がカレッジ内に、グループ

わ を結成してはや十年、月日と言

う「百代の過客」（松尾芭蕉・奥の

細道）の走り去るのが早いものよ、

と言いたくなる。よくぞ各期の卒

業生方も見事に組織化し発展させ

てきて頂いて、もう 10 年が来まし

た。 

 高齢化社会の到来が叫ばれて久

しい。高齢者について語られると

き、いつもその問題点として語ら

れていることは、介護、痴呆,寝た

きり、生活保護と高齢者が無作為

に纏められてめられて面倒を見て

貰う、つまり扶養されていると言

うイメージで語られている。 

 しかし本当にそうでしょうか。

私たちは家庭に在っては家長とし

て、地域にあっては長老として、

その蓄えられた経験と叡智に対

し、尊敬と敬慕の念を持って位置

づけられているべしとの信念は未

だ失ってはいないつもりだ。少な

くとも我がグループ わ にある皆 

さん方はこのプライドは失ってい

ない者達の集団である。そう思い

ませんか諸兄諸姉。 

 だからこそ再び学んで余生を少

しでも社会の役に立つ存在となり

たい、と思う人材の集い学ぶ学園、

そして其処におのずと、社会還元

センター わ が生まれて来たので 

す。ＮＰＯ法（特定非営利活動促

進法）を政府が制定する前から、 
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子どもたちの学習支援“第２回登録者の集い” 

学校現場で「特別支援教育」の要請急増！ 

                     副理事長 加藤 勇治 

さる 8 月 8 日開催の「平成 19 年度第 2 回“登録者のつどい”」では地域交

流の一環としての学習支援活動に関心の高い現役学生十数名も参加、学習支

援活動のノウハウについて熱心な質疑があり盛り上がりました。学習支援委

員会中沢委員長から、冒頭「本年度は現在市内５１の小学校から学習支援要

請があり、30 校については支援が決まっているが、未支援校は 21 校にのぼ

っている。未支援校はいずれも特別支援教育を要請しており、特別支援教育

への対応が急務である。」との報告がありました。次いで特別支援教育を実

践されている川上弘一氏（福祉・12 期）と上川道子氏（食文・10 期）の両

氏から、後掲の体験発表がありました。いかに支援校で喜ばれ、感謝されて

いるか、また支援者自身もいかに教えられ元気づけられているかが生々しく

語られ、示唆に富んだ励まされる体験談でした。 

(注)特別支援教育とは、障害のある児童の自立や社会参加に向けて、その一人

一人の教育的ニーズを把握して、そのもてる力を高め、生活や学習上の困難を改

善または克服するため、適切な教育や指導を通じて必要な支援を行なうもので

す。その教育補助をするということですから、一人一人の障害児との出会いを大切

にして、児童が安心して、生活を送り、学習に取り組める環境を整えて行くお手伝

いをすることです。 

こともあったからよくわかる。社会

経験豊かな方が教室にいてもらうだ

けで有難い。」との話があって、以降

わたしの役割が分からない時は校長

のいわれた「いるだけでも良いのだ」

という言葉を噛み締めて来ました。

平成 18 年 4 月から主として 2年生と

1 年生のクラスのサポートになりま

したが、2 学期にこれまでと変わった

ことが２つありました。1 つは 2 年の

あるクラスの子どもが｢先生給食一

緒に食べないの｣といってくれ、それ

がきっかけで、クラスで子どもと一

緒に給食をとるようになったことで

す。もう１つは「2 年生全体での生活

の授業で話をしてほしい」と言われ、

私が毎朝登っている近くの山（保久

良山といいます）について話したこ

とです。45 分間退屈させないように

写真を50枚ほど用意して出来るだけ

子どもと会話しました。質問も沢山

でて、後から 4 クラスの子どもから

お礼の手紙も貰いました。平成 19 年

4 月から私への連絡はなかよし学級

の先生が担当されることになり、特

定の子どもを対象に特別支援教育を

手伝っています。授業についていけ

ない子ども、45 分が長すぎる子ども、

さまざまです。私はそっとその子ど

ものそばでヒントを与えたりして勉

強をサポートしておりますが、受け

いれてくれる子ども、まだ受け入れ

てくれない子どもいろいろです。今

振り返ってみて 

１．先生は本当に真剣に教育に当 

っておられ、教育とは本当に大 

 変な仕事だということ。 

２．どんな子どもも頑張っていると 

ころを見つけてエールを送れば更 

 に頑張るということ。(学校では朝 

と休み時間、グランドで子ども達 

が鉄棒、吊り輪、一輪車、フラフ  

ープ・・ありとあらゆることに挑

戦している様子に出会います。ち

ょっと立ち止まってその子の頑張

りを見ているだけで、その子はそ

れに気づき、一層頑張ります。） 

以上の 2 点を改めて実感しました。 

この機会が与えられたことだけで 

(次のページに続く) 

学習支援活動に参加しませんか！ 

平成 19 年度に入り、神戸市内５１

の小学校から支援要請を受け、沢山

の支援者が活動を開始していただ

きました。しかし、まだ支援に入れ

ないでいる学校が、２０校残ってい

ます。子どもたちに寄り添う活動を

始めてみませんか。まだ支援できな

いでいる要請校は、次のとおりで

す。 

〔特別支援教育の補助要請校〕 

(東灘区) 御影小、東灘小 

(灘区)  西灘小、西郷小、高羽小 

(中央区) 宮本小、湊小 

(兵庫区) 平野小、菊水小 

(北区)  鹿の子台小、有野東小 

     有野小、南五葉小 

(長田区) 駒ヶ林小 

(須磨区) 菅の台小、東落合小、 

     高倉台小 

(垂水区) 舞子小、多門南小 

(西区)  糀台小 

 

*支援を考えてみようという方、や

ってみようと思う方は取り敢えず、 

次の照会先に相談してみてくださ

い。 

と 

[支援についての照会先] 

ｸﾞﾙｰﾌﾟわ 学習支援委員会 

中沢保夫・加藤勇治・増金ｽﾐ子 

電話：０７８－７４３－８１０１ 

FAX： ０７８－７４３－３８３０ 

特別支援を行っている仲間と一緒に

体験してみませんか！ 

        渡辺 寛治（国際・10 期） 

特別支援の実情が掴めず二の足を

踏んでいる方のために、「百聞は一

見に如かず」現場で体験ボランティ

アに参加されては如何でしょう

か！希望者は上記に連絡ください。 

学習支援活動の 2年間 

    川上 弘一（福祉・12 期） 

       平成 17 年 9 月から自 

       宅近くの本山第 3 小 

       学校で学習支援活動 

         をスタートしました。      

       初めは、担任の先生 

と連携がうまくいかず、教室の後ろ

でクラスの様子を見ているだけとい

ったこともありました。 

平成 18年 3 月の春休みに校長先生

から「自分も複数教員として授業に

参加した頃、ただボーと立っていた 
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(前ページから続く) 

カレッジに入学した甲斐があった。出

来れば卒業後もお世話になりたいと

思っている毎日です。 

 
７月４日は久しぶりに心から感動し

た一日でした。 

子ども学習支援活動で長坂小学校６

年生に大正琴の指導のお手伝いをし

ました。私には初めての経験でした

ので当初は不安でしたが音の出し

方、両手の動かし方等、一通り説明

すると「僕から」「私から」と積極的

で、私たちの説明を理解し一生懸命

楽譜と睨めっこしながら、左手で鍵

盤を押さえ、右手で弦を弾くという

動作に初めは少し戸惑った様子でし

たが、今はピアノや弦楽器などに触

れる機会も多く児童達の音感の素晴

しさに指導にも熱が入りました。 

８台の大正琴で８グループを作り、

６名から７名くらいで課題曲２曲を

練習して 3 校時目の発表演奏ではハ

イハイと、先を争って前に出て８人

リズム合わせて引いてくれました。

子どもたちの音感のよさ、理解度の

速さ、そして積極性には感動と驚き

で元気を頂きました。 

6 年生ともなれば、この日の授業は

記憶として少しは残るでしょう。何

時かこの日手に触れた大正琴をひと

時でも思い出していただければ、う

れしいなあと思った一日でした。 

 

文化講座授業の一環として、詩吟

講座を小畑章、加来米子 2 名で参加さ

せていただきました。 

今年は３校時、４校時の９０分を担当

することになりました。全体５クラス

の前で紹介されました。新しいことに

挑戦しようという子どもが現れ、児童

のきらきら輝く目を見て勇気を頂き

ました。詩吟グループの４０人と教室

に入り講座の始まりです。 

｢詩吟とは？｣との問いに知らない人

が殆どです。まず基本練習です。 

ストレスを溜めないためにお腹から

大きな声を出すことから始めました。

一斉にはじめ１５秒続くかな？ 

｢あーーーー｣最初は続かなかった人

も１回目、２回目、３回目と発声を練

習しているうちに大きな声も出てく

るのを感じ嬉しい気持ちになりまし

た。発声がうまく出来たら基本練習終

了です。次は実技練習です。 

漢詩は小学校では習っていないと聞

いていましたので、今年は小学校教材

として習ったことのある「俳句」と「短

歌」を教材にしました。 

日本で一番短い詩の俳句「春景」の吟

詠練習です。プリントの楽譜を基に一

節ずつ２～３回繰り返し練習すると、

キチンと音もとれてうまく吟じられ

るのです。音感がいいですね。 

「菜の花や 月は東に 日は西に」 

最後まで音程をとりながらの練習も

でき、折角練習したので「おさらいに

自分でやってみたい人居ますか？」の

問いにやってくれるかなの心配も少

しありましたが、想像以上に多くの児

童が手を挙げてくれました。時間の関

係で一人づつはできず合吟して貰い 

(次のページに続く) 

小学校のお手伝い 
    上川 道子（食文・10 期） 
 

      グループ“わ”から 

      平成 18年 4 月から和 

      田岬小学校「特殊学 

      校」へ毎週金曜日午 

      前中お手伝いに行っ 

ています。私は教員免許を持って

いませんので、当初どんなことを

するのか心配していましたが、連

絡を受け「特殊学級ひまわりタン

ポポ教室」にてお世話することに

なりました。児童は 1 年生から 6

年生まで男女 5 人が同じ教室で男

女２人の先生の指導で勉強してい

ます。  

 私は常に大きな声で明るく生徒

さんに声をかけ、一日も早く親し

い関係が作れるよう努力し、例え

ば国語の時間は日記を書くことか

ら始まりなかなか書けない児童に

は側に寄り添い朝食はなにを食べ

てきたのと問いかけ、書かすこと

の動機付け等々お手伝いをしてい

ます。当初障害があるから可哀想

と思っていましたが、先生は健常

者と同じ気持ちで指導されている

姿を見、随分勉強になりました。

先生のご苦労を目の当たりで拝見

し大変な職業に吃驚し尊敬しまし

た。 

 今年 3 月卒業式に参列し、卒業

生一人一人希望を述べ、特殊学級

の児童さんも立派に述べました。

卒業生全員がボランティアの上川

さん有難うとお礼の言葉を頂き涙

が出てきました。中学生になって

頑張ってと校庭で握手をして見送

りました。 

これからも児童さんと嬉しい出

会いがあり、また悲しい別れがあ

り、感動と元気を頂きながら金曜

日のお手伝いを楽しみにしている

今日この頃です。 

 

7 月 4 日 長坂小学校 

『日本の伝統文化』講座 
 
大正琴を小学生とともに 

福祉 11－文 前田仁子 

詩吟講座に参加して 

美工12－文  加来米子 
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(前ページから続く) 

ました。あの黄色い菜の花畑を思い描

きながら大きな可愛い吟声が朗々と響

き渡り、聞き入りました。頼もしい！

素晴らしい！吟声に思わず手を叩いて

しまいました。残り時間も少なくなり

短歌の「白鳥は」漢詩の「不識庵機山

を撃つの図に題す」を吟じ紹介して９

０分の講座を終了しました。 

挨拶の後、吟じながら教室へ行く児童

や、インターネットで調べた漢詩や詩

吟についての児童との会話も弾み、楽

しい２時間に元気を頂き有難うござ

いました。 

 

たので、再挑戦したい方が居ますかと

声を掛けたところ、ハイ、ハイと声が

多く、ジャンケンポンで３グループが

花を生けて、直接できなかった児童達

が、輪になり生けるのを眺め、時間超

過で私達も有意義な一日で雨なんか

忘れて気持ち良く帰路に着きました。 

 

最後に三味線の伴奏で「こきりこ

節」をみんなで合唱して短い時間でし

たが今回の有意義な講座を結びまし

た。 

今後も、三味線に限らず、邦楽器

に触れる機会を数多く作っていただ

きたいものです。 

 

生け花を通じ子供達とのふれあい 

   食文 10-文   上川道子 

一日中の雨でしたが、チビッコ達

と会えることを楽しみにしていまし

たので、心は晴れやかで「長坂小学

校生け花講座」に参加しました。今

年で３回目年毎に参加者、特に男の

子の参加が多くなり活発で、質問も

多く出て私達も教わることがあり勉

強になりました。 

最初に生け花のルーツ、日本の生け

花の歴史（池坊）と日本の歴史が重

なり合い,写真等で説明しました。興

味を持ち生け花と日本の風土、季節

のかかわりに耳を傾けてくれまし

た。いよいよ実習、花を切っても指 

を切らないでね、笑いが出てアッと

思う間に時間が過ぎお花が残ってい

まし 

伝統文化講座を受け持って 

音文 1－文  亀田 俊彦 

伝統文化講座の一環の中で、長

坂小学校の 6 年生の希望児童の約

40 名を対象に三味線の講座を受け

持ちました。この講座が開かれる

際にいつも感じることは、日本の

楽器にもかかわらず、この三味線

が日ごろの生活の中から余りにも

かけ離れているということです。 

今回も、参加児童の殆どが、この

場で初めて珍しい物を見て、手に

触れるという様子です。それだけ

に三味線の構造の説明や、その音

色に非常に興味深く聞き入ってい

る様子が印象的でした。講座の中

で順番に一人づつ三味線を手にし

て「さくらさくら弥生の空は」の

一節のメロディを奏でて貰いまし

たが、メロディや、音の良し悪し 

は別として、初めて三味線を自分

の手にして、音を出すことができ

たという喜びと満足感を味わった

ひと時だったと思います。 

 

特別寄稿 

理 科 学 習 支 援 奮 闘 記 

生環-14 東本孝次 

近年小学生の学力低下を嘆く向き

は多いようであるが、とりわけ理科

についてはその傾向が顕著だそう

だ。そこで神戸市教委では理科授業

の手助けをしてくれる人材を広く

求め、今年度に入って、サイエンス

アシスタントとして実際の授業に

投入しはじめた。たまたま私は乞わ

れて、某小学校に２学期から行きだ

した。その活動の中身は随分多岐に

わたっており、５年生の校外学習で

神戸製鋼所灘浜サイエンススクエ

アへ同行、４年生と明石天文科学館

見学、６年生と希塩酸でアルミニウ

ムを溶かす実験のサポートなど、さ

らに先日はもち米の稲刈作業に全

校生徒と汗を流した。同校は各学年

いずれも 1 学級しかないこぢんま

りした小学校で、昔の山奥の分校さ

ながらだ。午前の４校時を使って学

年をうまく組合せ、順番に説明のう

え作業という具合に勤労を実体験

させていた。講師は近所の農家の人

で、稲作などの農作業について子供

にも判るよう説明し理解させてい

たのには感心した。自然に接する機

会が神戸市で一番多く、こういう授

業には最も恵まれた環境にある小

学校だと校長が自負しておられた。 
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国際部会長 土井昭政(国-10) 

兵庫県国際交流協会でのスタディ

ツアーについて、同協会のブログに次

のように掲載されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月５日（木）神戸市シルバーカレ 

７月５日(木)神戸市シルバーカレ 

ッジ内 NPO 法人グループ“わ”さんが 

見学に来られました。午後１時半から 

ひょうご国際プラザの交流ギャラリ

ーと国際情報センター(インターネッ

ト図書資料コーナー)をご案内した

後、ＨＡＴ神戸内の国際機関につい

て、30 分ほど説明しました。皆さん

大変熱心に聞いていただき、留学生と

交流したいという思いから国際交流

会館などについて質問をされていま

した。 

ＪＩＣＡ兵庫国際センターからも活

動について説明していただきました。

発表の後の質疑応答で、ＯＤＡ（政府

開発援助）のあり方について質問があ

り、核開発を行うような国に援助する

のはいいのか等の意見が印象的でし

た。最後は、人と防災未来センターを

見学し、スタディツアーは終了しまし

た。    （国際交流協会・大谷） 

ＨＡＴ神戸スタディツアー 

に参加して  

       国 11-国 加藤寿子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆興味しんしんで質問も続出。その 

後、資料室でやはりクイズを解きなが

ら見学。これは注意深く説明を読んだ

りするので、普通に見学するよりは勉

強になったと思う。正解者には記念品

まで頂いた。 

人と防災未来センターでは、あの阪

神淡路大震災の経験と教訓を後世に

伝えるため、様々の資料が展示して

あった。４階では震災当日の各地の 

あの瞬間を、大画面と大音響で再現。

ものすごい迫力で怖かった。本当に、

思わず目を伏せる。次のコーナーは

当時の瓦礫だらけの町を再現、思い

出しながら歩いた。その次の部屋で

は一人の女性を通じて、震災から復

興するまで様子を追った映像が上映

された。生々しい記憶がよみがえり、 

涙が出た。当時を思い出して涙ぐむ

人も沢山居た。また別の部屋では、

マグニチュードと震度の違い、マン

ションの免震構造とは、などなど・ 

約３時間の見学だったが知らない事

ばかりで私にはとても興味深く有意

義なひと時だった。知らない人には

是非見学をお勧めする。 

 

 

7 月、梅雨の晴れ間の一日、国際部

会が企画した親睦と学習を兼ねた

HAT 神戸スタディツアーに参加し

た。見学は、こくさいこうりゅうせ

んたー、JICA,防災未来センターで

あった。私は近くに住みながら、HAT

神戸の美術館以外の建物の中に入

ったことが無く、関心は持っていて

も機会が無いままだったので、とて

も興味があった。 

国際交流プラザで集合し、国際交流

協会広報課の女性職員が案内して

下さった。まず、HAT 神戸とは、 

Happy Active Town の頭文字との説

明。な～るほど。 

国際交流プラザ情報室には外国の

方が勉強し易い資料や図書が沢山

置いてあり、私たちでも登録すると

利用できるとの事だった。 

JICA では、まずはじめに、部屋でパ

ワーポイントを使って、またクイズ

を交えて JICA の活動内容の説明が

あり、とても解りやすかった。 

こ 

 

ＪＩＣＡ学習室で 

国際協力会館 NICE 展示室で 

ボランティア活動に伴うケガ等事故の連絡について    副理事長 上田 市夫                      

わは、会員の皆さんが部会･区会･本部等で行う行事のボランティア活動をされる中で、ケガ等の事故に遭遇された場

合に備えて NPO 活動総合保険に加入しております。万が一、ボランティア活動中に不慮のケガをされた場合には傷害保

険の給付対象になります。また、ボランティア活動の中で他人の身体や財物等に損害を与えたことにより賠償責任を負

うことになった場合には、賠償責任保険でカバーされます。わの活動に、マイカーを利用して自損事故が起きても現在

の保険ではカバーされませんので注意してください。 

保険金の給付対象になるのは、いづれの場合も「わの活動の中で生じた事故」が要件です。 

したがって わ 以外の他団体が主催するボランティア活動等に個人的に参加して事故に遭遇した場合は、わの会員で

あっても、傷害・賠償責任ともに、わの保険対象にはなりません。事故に遭われた場合には、保険会社指定の「事故報

告書」を提出していただくことになります。万一活動中にケガなどの事故に遭遇された場合には、早急にわ本部の保険

担当にご連絡ください。保険金請求の手続きをご案内します。 

詳しいことは、わ本部の保険担当：上田 (078－743－8101)あてお尋ねください。 
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 社会福祉法人「いかり共同作業所」

は知的・身体障害者に働く喜び、自立

をサポ－トする共同作業施設として

平成 13 年設立され、現在約 25 名の障

害者が在籍し、2・3 名の職員と地域

ボランティア・障害者家族等の支援に

より、授産活動（牛乳パック利用のは

がき・名刺の紙漉き、押し花作り、ア

クリルたわし・竹炭グッズ作り等）、

地域活動（公園・マンション掃除、ア

ルミ缶回収、交流会）等を行っている。 

グル－プ わ に平成 16 年 6 月いかり

共同作業所から紙漉きの指導・支援の

依頼があった。グル－プわの中でケナ

フの紙漉き活動を行っている「ケナフ

の会」に、わ本部から支援依頼があり、

ケナフの会の 7 名（男子 2 名、女子 5

名）が支援を始め、3 年余を経過して

いる。最初の２年間は紙漉き支援（技

術指導と牛乳パックよりのパルプ作

り等）を月 2 回行って来た。紙漉きが

軌道に乗り、又、いかりより押し花作

り 

りも手伝って欲しいとの要望があり、

1年前からは月1回のペ－スで紙漉き

と押し花作り支援を隔月毎に行って

いる。去る 8 月「社会福祉法人いかり

後援会」総会があり、我々も招待され、

出席した。   

後援会長・関係者よりグル－プ わ の

ボランティア活動に 深い感謝と評

価があった。いかり共同作業所は、現

在、地域の協力により 4 階建ての新施

設の建設が来年 4 月完成を目指して

進められている。完成すると、障害者

を約 40 名受け入れられるようにな

る。グル－プわに継続的な支援依頼が

あります。我々は 6・7 期生で、体力

的にもきつくなってきています。新し

い方のご参加を是非お願い致します。            

             以上 

           

知的・身体障害者施設 

「いかり共同作業所」支援活動 

ケナフの会 生６ 佐藤 昭三、 

     生６ 森 佳代子 

紙漉き支援状況 

私共 KSC 男声合唱団はお陰
さまで創立 7 周年を迎えまし
た。日頃の練習の成果を､神戸

市シルバ－カレッジの各種の

催しで発表し、市内の各種の高

齢者や医療施設での友愛慰問

演奏、また他の音楽団体との合

同演奏会の場で広く皆様に聴

いて頂いてまいりました。 
この度、お世話になりご支援を

頂いた皆様方に感謝し、下記の

要領にて第2回演奏会を開催す
ることになりました。 
目下、私共は団員一同この演奏

会に向けて全力で練習と準備

に励んでおります。 
ご多忙とは存じますが、皆さま

のご来場を心からお待ち申し

上げます。 
 
日時  平成 20 年 2 月 23 日(土)  

開場  13:30  開演 14:00 

場所  東灘区民センタ－ 

    「うはらホ－ル」 

    (JR 住吉駅 南東すぐ) 

 入場は無料ですが、入場整理券が

必要です。 

なお、お問い合わせその他は下記ま

でお願い申し上げます 

在間義博 (団代表)   

Tel/Fax 078-791-6048 

Ｅ-mail:icg15942 @ nifty.com 

                          

 

 

 

KSC男声合唱団演奏会 

実行委員長 音－8 小阪 芳弘 

 

１０周年記念式典で合唱 

会員のアンケート調査の集計結果について 

                 副理事長 上田 市夫 

グループ わ は昨年 10 月、全会員を対象にボランティア活動に関するア

ンケート調査を(財)神戸都市問題研究所と連携して行いました。その概要

については、さきの「情報ぎゃらりー第 37 号」（H19 年 1 月発行）でご紹介

しましたが、さきごろ同究所によって「ボランティア活動に関する報告書」と

して纏められ、内容は、調査データの集計のほか、貴重な提案も含まれて

おります。 

このアンケートについては、昨年 7 月発行の情報ぎゃらりー第 35 号に調

査票を同封（返信用封筒つき）して回答をお願いしたものですが、全会員

1,050 名(当時)のうちの 531 名から回答（回答率 50.5％）をいただきまし

た。この低い回答率は、ボランティア活動に携わる わ 会員の実態と意識

を調査してボランティアの問題点を探ろうとする、アンケート調査の趣旨

を充分にご理解いだけなかった結果ではないかと思います。この調査結果

は、今後の わ の運営の参考にさせていただきます。 

この“わ”会員対象アンケート「ボランティア活動に関する報告書」に

ついて、各部会、区会等で資料としてご覧になりたい方は わ 本部にお申

出ください。 
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剪定 

これからもまだまだ伸びる雑草や

ツル草と闘いつつ、梅林計画予定敷地

もひろげ、県から活動助成金も交付認

可され、計画通り「梅の苗木の植林」

を目指し、見事な梅林にして行こうと

構想を練っています。 

わ”の活動として、会員が本活動

にどんどん参画して頂けることを期

待しています。雑木林斜面での作業も

多く、多少安全面で心配な場所もあり

ますが、雑木林内では「わらび、あけ

び、筍など」が採れ、今年採れた梅の

実で４年生の児童が作ってくれた「梅 

 

ジュース」（少し発酵していて皆さん

いい気持ちになったかな）など楽しみ

もあり、作業には無理のないよう安全

に心がけて活動をしています。 

目に見えて近傍の通学路が整備され、

梅林らしい様相を呈し、樹木伐採によ

って「校庭で栽培中の稲」が日当たり

も良くなり嬉しそう。来年には咲き競

う梅の木の下で花見の会をするのを

楽しみにしています。 

是非 こんな梅林に来て、見てくだ

さい。  

    花山梅林会スタッフより 

 

下草刈作業 

 

来て来て「花山梅林会」 

国―9 徳原尚世 

学校敷地内外に作られていた里

山が「人手や資金不足」から、今や

あちこちで整備されないまま、荒れ

るに任せた状態にあります。 

 北区花山小学校裏山梅林もその

一例で折角、色とりどりの花が咲き

ながら、地域住民にも余り知られな

いまま、荒れていく一方の状態でし

た。その窮状を私たち“わ”の会員

が情報を入手して、花山小学校他関

係部署と協議を重ね、今年の４月よ

り花山梅林会を発足させ、現在に至

っています。 

現在、会員数は３５名となり、活

動参加実績人数は毎回１０～１７

名/日で、活動日は月２回（連日）

計画で実施しています。作業スケジ

ュールが追いつかない時は予備活

動日も生かして成果を挙げていま

す。活動時間は毎回９時～昼前まで

の作業計画で実施しています。 

剪定、下草刈作業のみならず、伸び

放題だった雑木が大木になってい

て、環境部会の皆様の支援で、なん 

とか伐採作業メニューもこなして

います。今年の夏場では「皆さん大

汗をかいての頑張り」でした。 

 

 

 
グループ紹介 ⑩ 

『 森 の 仲 間 』 

    生 11- 環 菅田忠志 

みなさん こんにちは 今年 7 月

に登録したばかりの『森の仲間』で

す。我々のグループは、森歩き・山

歩き好きのメンバーで構成する小グ

ループですが、望みはでっかく、市

内・県内のシニア世代に『森歩きの

楽しさ』を呼びかけ、森の恵み、と

りわけ『森林浴を楽しむ元気な仲間

の輪が広がっていくことを目指し

て』活動を続けていきます。 

活動範囲は、神戸市内の六甲山系

や丹生山系を中心とした森林浴コー

スをはじめ、阪神・播磨・丹波・但

馬地域の素晴らしい森林浴コースを

歩きながら、小鳥のさえずりや小川

のせせらぎ、新緑や紅葉の季節に出

合う素晴らしい森の景観から、心を

癒され、健康なからだへの新陳代謝

をもらっています。また、ときには

“森の清掃活動や整備作業・植樹活

動”にも積極的に参加し、森の恵み

へお返しすることも大切なこととの 

 

    七種の滝への道 

思いで活動を続けていきます。 

なお、我々が今までに踏査して

きた森林浴コースを、ガイドブッ

ク『シルバーが選んだ兵庫森林浴

コース 30』として、手作り冊子に

まとめております。イベント企画

などでの実地啓蒙活動に加え、こ

の冊子を通じて多くのシルバー世

代の方がそれぞれ仲間を作られ、

森林浴を楽しみ、元気なシルバー

の輪が広がっていけば幸いです。 

 

この手作り冊子は、グループわ

の事務局にも置き、材料費実費 100

円での頒布を行っております。関

心のある方は立寄ってみてくださ

い。 

 下草刈作業 
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お 知 ら せ 

秋 森林浴を楽しもう

と き：２００７年１１月４日（日） 雨天中止
コース：須磨浦公園～須磨鉢伏山～妙見堂～一ノ谷

プラザ
集合場所・時間：山陽電鉄須磨浦公園駅 午前１０時
参加費：無料
持ち物：弁当、水筒、雨具、おやつ少々

主 催：NPO法人社会還元センターグループわ
後 援：須磨区
後 援：（財）長寿社会開発センター

須磨イルいきいき健やかフェスタ

と き：２００７年１１月１７日（土）午後１時～３時
場 所：須磨一ノ谷プラザ

内 容：①保健師による健康体操
②お話「きちんと食べる食生活｝
③昔あそび

参加費：無料
主 催：NPO法人社会還元センターグループわ
共 催：須磨区
後 援：（財）長寿社会開発センター

須磨一ノ谷プラザイベント案内

申込み：参加者の名前、住所、電話番号を書いてFAXで
グループわまで FAX 078-743-3830

 
 

ご協力有難うございました。 

新潟中越沖地震救援募金 

8/5 西区会員による募金活動 

および会員からの寄付金 

58,950 円 

9/1 10 周年式典会場での募金活動 

20,888 円 

9/2 10 周年記念地域交流わいわい

ストリートでの募金活動 

4,397 円 

10 周年記念グループ わ 会員全員

からの寄付金（約 1,170 人） 

115,765 円 

合計２００，０００円 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを募集 

依頼者 さわらび学園  

知的障害者入所施設で、障害

程度は、重度から軽度までの方

で、５歳から２１歳までが利用

しており、児童数は６０名です。 

依頼内容  

① そろばんやピアノを教えてく

ださい!! 

② 重度障害者2名に学習支援(簡

単な算数)をしてください。 

ボランティアできる方は  

グループ わ 事務局までご連絡く

ださい。 TEL 743-8101 橋野 

 
☆ 二年がかりで企画した設立 

１０周年記念式典も予想を上回る

参加者で大盛会の内に無事終了し

てホッとしている。これは会員の

皆さんが総力を挙げて成功させよ

うと、パレードやパフォーマンス

に知恵を絞った結果と思います。 

☆ 情報誌のあり方についていろ

いろご指摘もあり、休眠状態にあ

った広報部の活動に喝を入れ、こ

れから投稿依頼、現地取材を積極

的に進め、読み応えのある情報

誌・ＨＰにしていく所存ですので、

建設的なご意見を編集部の方にご

連絡ください。            （M.H） 

皆さまの浄財を神戸市社会福祉協

議会を通じて被災地に届けまし

た。 

 

ご覧になっていますか?  グループ わ のホームページを！ 

ホームページ（HP）は、インターネットによるグループわの活動を広報

する大事な役割をしています。情報ギャラリーでは、情報提供の迅速性を欠

き、ボランティア募集にも時機を失することが多いため HP を有効に機能

させ活用しようとしています。ぜひ関心を持って HP を活用してください。 

 

永 年 勤 続 表 彰 

わ設立当初から事務局の総務担

当で歴代委員長・理事長の良きア

シスタントとしてグループを育て

て来られたお二人に感謝状が贈ら

れました。 

飯井冴子さん（向かって右） 

橋野美子さん（向かって左） 

 


